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「奈良公園のシカJについて 明石 嘉一郎

平成 20年 7月 19日 (土 )、 奈良県版レッドデータプック作成記念シンポジウムが奈良
教育大学で開かれた。「大切にしたい奈良県の野生動植物の選定を終えて」の基調講演、そ

して、「大切にしたい動植物をまもるために私たちにできること」と題し、パネリスト4名

の話があった。その後、質疑応答に入り参加者から、「棚国の景観を後世に残そうと、地元

の人々と一緒に再生に取り組んでいるが、活動地域の野生動植物をまもるために、どの様

な事を考え作業する必要があるか」「春日山原始林等の整備について、行政はどの様な施策

を考えているか」「鳥獣被害 (シカ・イノシシ・サル)に対する保全についてJ等々の話が
出された。質疑応答の中で、私が「おや ?」 と思つた事があつた。
「シカの食害」に関して、「奈良公園にシカはいらない」「奈良公園を元の植生に」との

話である。発言者の詳細な事情は分からないが、シカとの共生の中で食害の被害に長い問

悩まされているのだろうか ?・・ とふと思つた。私も奈良定住後実質 5年良く分からない

事が多い。もう一度「奈良のシカ」について考えて見る事にした。シカの食害の被害につ

いては、「大台ケ原」の話はよく聞く。

ここで「奈良公園ものがたり」青山茂氏の記述をお借りする。

「奈良のシカ」は、1200年 以上の昔から藤原家・興福寺・南都守護職・奈良奉行が「神
鹿保護」の一貫した政策によつて、大切に保護されたこともあつて人との共存関係 (時に

は人が鹿の存在のために生存権を圧迫されたり奪われたりしたことがあったが) を保ち
続けた。人権を無視してまでも神鹿として特別の扱いを受けてきた「奈良のシカ」の棲息

数は寛文 11年 (推定)数百頭、元禄年間 (推定)千頭前後、明治維新当初廃仏棄釈で興
福寺の力が衰え、後ろ盾を失うと迫害を受け、明治 10年にはわずか 30数頭に減少。第
二次大戦で、人に馴れた公園の鹿は蛋白資源として狙われ終戦直後は79頭になる等幾多
の受難の時を経る。そして、戦後の「神鹿」としての存在から、観光資源としての鹿に衣

替えし現在に至っている・・・.

こう考えてくると「奈良公園の鹿Jの趨勢は、他の動植物にそのまま当て嵌まる、と思
えてならない。「奈良公園のシカJに絞つて、一端を書きました。

前述、青山茂氏は「奈良公園というものが一朝一夕にして出来たものではないこと、そ

れは長い日本の歴史の歩みとともに、人間の営みと自然の移ろいとがうまく関連しながら、

独特の景観をつくり上げてきたものJと書いています・・。その中の一つにシカがいると

思います。 前述シンポジュームでの質疑から生じた疑間は、何か解ける八日が見えた様

人ピユぶの各
――――――…くわたしたら

に思えてなりません。 参考文献 新潮社 こんなに面白い奈良公園



季節感と日本語 Ⅳ
川井 秀夫

雨の風情は、四季折々に情感を演出して呉れるが、社会生活に災害をもたらす要因にな

る事も多い。九月の声を聞くと、決まって忌まわしい記憶が鮮明に蘇って来る。

昭和34年 9月 26日 。世に言う「伊勢湾台風」である。当時、私は名古屋勤務で独身

生活を謳歌していたが、夜半から猛烈な雨と風。夜が明けると惨禍のニュースが入り、主

力工場が水没、従業員の悲報が伝えられ、寮が救済本部となリー夜にして戦場となる。

雨風の直撃も未曾有のものだったが、高潮が重なり沿岸に係留されていた木材が一瞬の

内に住宅地域に流木として侵入し、数千人の死者を出す大惨事となつた。

収容された遺体を幾体見たことか、凄惨な阿鼻叫喚の間の中の出来事が、その表情に刻

まれ痛ましい光景に絶句したものである。正に魔性の雨。悪魔の風であった。

当時、インフラ整備も進まず、防瀬堤がなかった事が最大原因と言われている。

最近の集中豪雨はどうだろうか。昔、夏の夕立は風物詩の様なもので、クーラーの無い

時代、雨が止むと外へ出て床几に団扇、蚊取り線香の匂いを嗅ぎながら、ひとときの涼を

楽しんだものである。昨今の気候変動は温暖化の影響を指摘する声が多く、否定する積も

りは無いが、私には都会の生活様式の変化、コンクリートによる土壌の凝結、緑帯の減少

、街路樹の過度な剪定、等々。行き場の無い熱風が上昇気流となりt周辺都市に豪雨を呼

び、正に人間社会に対する天の鉄槌と言うべき現象が恒常化しうつある。 群雨とか、に

わか雨・ 目照雨と言らた潤いのある言葉も死語になりつつある時代が淋しい。

閑話体題。詩歌、文学には地名を冠した雨も多い。「城ヶ島の雨」「瀬田の煙雨」「土

佐の夜雨」。ご当地、奈良八景の中には「雲井坂の雨」がある。雲井坂は転害門に至る県

道の緩やかな坂を言う。

雷雨と言うのも面白いと言っては不謹慎だが、私には心を鼓舞してくれる様で、天の打

楽器奏者に開き惚れる。俳句では「はたた神」と表現する事が多いが
`はたた,と は諄震

(へきれき)の意味であり、「青天の露震」のあれである。

他に「いかづち」「 日雷」「鳴神」「遠雷」「迅雷」「雷火」とも言われるが、物事
の

好き嫌いは、その人の体験に根差す事が多く、私など前記の経験から台風恐怖症となり、

台風シースンになると、気象ニュースに一喜一憂し、どこかへ逃亡したくなる事がしばし

ばである。弱虫と言う勿れ。

今年も地震、豪雨、鉄砲水、竜巻、高温と大変地異が多かった様に思う。

避けられない現象も多いが、人為的な防災対策の不備も被害を増幅しているのも自明の

理であり、自然に対する畏れ、傲慢な人間の営みに、新めて謙虚さを省みたいものである。

この稿は一旦休筆しますが、「植物」「昆虫」「野鳥」の切り口で再開したいと思いま

す。次号から「私の思いでの記」として活動現場の人間模様を書きたいと思います。
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7月 26日 (土)晴 山と森の月間イベント「ならやまで遊ぼう屋J スタッフ 13名
猛暑の中、網と虫かごを手に児童 `保護者計 22名 が参加。今回からベース・キャンプを
山際の緑陰広場にうつす。日なたより気温が 4～ 5度も低く、木の間を渡る風が′き地よい。
山歩きの注意と昆虫の解説の後、年長組 (リ ーダー菊川さん・守目さん)年少組 (林さん・

勝田さん)に別れて観察に出発する。広場上空には、ギンヤンマ、ウスパキ トンボ、コシア
キ トンポ、チョウトンポが遊tして子供たちを誘 う。林の中ではお目当ての、ミヤマクフガ
タ、コクフガタをグット.ク フの本に蚕の先祖のクフゴがいて、林縁部にはさまざまなチョ

ウ、ハチ、カナブンなどなど。今日確認できた昆虫の数は 50種類にのぼった。午後は自然
工作の昆虫作り、お手製の水鉄砲とばしを、涼しい木陰に子供たちの楽しそうな声が終日響

い¬Cいプこ。

アンケー トには、全員が大満足と答えてくれて、世話したスタッフにとつても充実感のあ

る一日となりました。 解散 3時

7月 31日 (木)晴 参加者 13名  草刈 リ ナス収穫、サツマイモ蔓返し
昨日「ならやまで遊ぼう屋」のイベントが奈良TVで放映された。好意的な内容で、出演
したメンパーや会員からは大変良かつたとの評判。中でもインタビューされた近隣住民の方

から、我々の活動を評価するという複数の発言があり、大いに勇気付けられる。奈良・人と

自然の会として良いPRと なったと思う。
夏枯れの時期を迎えて、ナスクラプの水遣り当番制は、メンパーの協力で円滑に回転して

いる。ただ、無農薬栽培のためテントウムシダマシの虫害が目立つが、手による駆除に頼る

だけで、まさにお手上げの状態。何か良い方法はないものか。  2時 30分 解散

8月 8日 (金)晴  参加者 16名  A地 区山の竹間伐、草刈り、垣根修復
8:30 始動。今回から、阿部会長の外部講演を聴いて参加された新しい仲間 (井戸八
穂子さん)が加わる。心から歓迎します。無理せず、マイペースで頑張つてください。
A地区の山地の竹やぶの整理が進行中。ここは、もと栗林だつたらしく、拡大する竹に押
されながらも、クリの本が生き残つている。今秋までに竹林の除伐を完了させて、新たに苗

木を補植し、里山の魅力としての栗林の復元を目指したいと思う。

ナスクラプは、更新剪定を実施。暑さに弱つた枝を切り詰め、たつぶりの肥料と潅水を施

して、樹勢の回復を待つ。うまくいけば、9月 以降、やわらかい秋茄子が期待できるかも。

自転車道路沿いの竹垣の腐朽が目立つので作り直す。ゴミは回収してもまた投棄される。

草刈などの管理面積は拡大する。当然の事ながら、昨年始からの景観形成作業に並行して、

維持、保全の作業のウエイトが徐々に増してくる。マンパワーはまだまだ増強しなくてはな

らない。行政のパックアップ確保、地元への働きかけ、シニア自然大学の実習生の受け入れ、

ホームページによるPR,各種イベントでの啓蒙活動、マスコミの活用など裾野の広がりの
ために、より多方面への働きかけが必要である。  2時 30分  解散

追記

山野草区画では、オミナエシが花盛りです。まもなく、フジバカマも開花します。花壇で

は、百日草、コスモスがきれいです。興味のある方、一度お立ち寄り下さい。

(古川 祐司 記)



ならやま里山林ヨ螺観孵レノ生ト

オオマツヨイグサ、ベニバナボロギタ、ィヌタデ、ヘタソヵズラ、ツユクサ等が咲いて
います。花は終りましたがコタランの群生地を新たに 2ヶ所見付けました。来年 7月 を楽
しみにしておぃて下さい。

畑では華やかさと明るさを与えてくれていたヒマフリは終りましたがオミナニシ、ヒャ
タニチソウが元気です。

(林`令子)

昆彙:=11彗話貌    鰈 T蠍群
教えるよりも感じ・考えることを大警にの言葉を頼りに参加しました。

子供たちは高学年と低学年に分かれました。私は低学年のグループ担当で、幼稚国の子

から4年生ぐらいまででした。林リーダーの下みんなで出発しました。ヒマフリ畑の前で
「ヒマフリは太陽と共に回る?Jそんな質問にみんな『???」 チョゥトンポがヒラヒラ
と飛んでいます。少し行くと“昆虫清ギ  (コナラからお酒の成分が出ている)に到着。な・

な 。なんと !!!ミ ヤマクフガタがいました。よく見るクフガタより数段大きいです。子
供も大人も目が輝きました。

「このにおいは ?」 「あっヨモギや !」 「いいにおいやなあ.J「これは ?」 みんなの顔がゆ

がみま丸  『ウエーッ.」 ヘタソカズラの臭いでした。

/Jヽ i奪奪『 言奪]、lF」二『 雪意桑まI「ht言鼻i[E11lFま き、ふ[i、婁:
子のお母さんが、初めは涼しいところから出るのを嫌がつていたのに、今はいつまでも遊

んでいたいと言つてると話してくれました。帰つてくると、会員さんが本の腐つたのをコ

クフガタのかごに入れてくれました。「ゼリーを入れて世話したら大きくなるよ。JJヽさな

女の子が真剣に聞き入つていました。楽しそうな光景でした。

午 亀雪]彙:IIII督 象霞冒碧運集亀繁亀亀亀二写tll響
がらかわいい作品が

奈良TVから感想を聞かれて、親子とも楽しかつたといつている笑顔がよかつたです。
幹事さん方がよく準備され、本当にいい行事ができました。

大人のマニニアル通りに動かすのでなく、安全な饉田で子供たちが自分から身体を動かせ

て活目することの大切さを学んだ一日でした.
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竹きりはお任せ下さい"・・

平丼 隆三

散歩の途中作業をされている会員に声をかけたのが、私たちの会との出会いでした。

私は平城山のフィールドに隣接する佐保台の住宅地に 20数年前にひっこしてきました。

今も自然環境がよく私のお気に入りの居住地ですが、当時はもっと録が多<勤務地の大阪

から帰つて<るとドリームラントを越えたあたりから、気温があきらかに変わるのが判つ

たほどでした。平城山フィールトも畑や田んぼが整然と管理されており、今思えば里山が

そのまま残つていたのです。定年を前に反人から森林ボランティアに参加しないかと誘わ

れ、枚方の野外センターで家内とともに活動してきました。そこでは主に竹の伐採をし、

その跡地に植林をするような活動で、良い仲間たちと楽し<活動をつづけてきました。一

方散歩をするたびに平城山の自転車道の両端が荒れてくることに気がつ<のにはそんなに

時間は要りませんでした。人と自然の会がこの地で活動をしていただいていることに本当

に感謝しています。皆さんのように自然観察の知識はありませんが、竹きりは任せてくだ

さい。会のことをもつとよく知りたいと思います。近所の人たちにも声をかけ多くの人が、

仲間になつてくれたらと願つています。

人と自然の係わりについて 谷川 雅邦

豊かな自然の叫びとそつと語りかける囁き その優しく澄んだ眼差しに深い静けさの中で
いつのまにか人は自然に心を奪われるのだ

人は自然の恵みを授かりその優しさに素直な心の豊かさを育みます。人に命があるように

本々や草花、そして山や河、空や雲にも風にだつてそれぞれの命が宿つています。

雨の日も風の日も互いに言葉にならない小さな声で語りかけ喜びも哀しみも共に功け合い

明るく楽しく生きています。だから人と自然は昔から大好きな友達同士なんです。

風薫る信濃路の緑深くして零れ日の輝き冴えわたる 夏雲の流れに追いすがるようにひた

走る縁のぎわめき 欅に流したジュータンのように山裾が幾重にも拡がつて 深い谷間に

ふり注ぐ夕日はなだらかに優美な光の影となる 静かに動く山影が陽ざしのおもむくまま

に山肌を駆け抜け まるで長く短い夏の汗を流すように季節が過ぎ去ってゆく 眼差し舷
しい生きた自然の音色と囁きが胸に関こえるようだ

(晩夏の信濃路にて)

秋茄子の今ひとたびの実りかな 秀 夫

なら山里山林。夏の茄子も終わりを告げる。

秋茄子に実りの再現をと手入れが続く。成否や如何に。

向盤俳 欄々



・ 慄 ξ審
モ ズ   「百舌鳥の銭勧請」

"平
城旧跡に出かけたら「キィ

ーキィーキチけ希」のソコが聞こえました。

まだ熱中症が,い配な暑～い日、いつもなら葦原はまだ『キ
゛
ョウキ'ヨ″―キ

゛
ヨウ

キ
゛
ヨウンー」のコーラスのはずですが、立秋は 3/7、 彼らは暦を理解し

てバ

トンタッチがもう済んだのでしよう力ヽ

音話 一一ある時、モズとハトとシギが料理屋でご馳走を食べました。

その食事は十五文でハ トに人文、シギに七文出させてモズは払いません

でした:勘定は他人ばかりに払わせて自分は少しも出さないことを「百

舌鳥の銭勘定」といつたそうです。勘定になるとわざともたもたしたり、

急にいなくなつたりして誤魔化す人をモズというのだそうです。 ホト

トギスに借りたお金を返さなからたり、昔話のモズはいい性格ではな

かったようです。スズメ大のクリクリした目をした顔はとても可愛い

小鳥なのに、どうして狡賢い役所にキャステイングされてきたのでしよ

うか。 奈良では『百舌鳥が鳴き始めると風が吹かない」という俗信が

あるそうです。

小FB 久美子
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わくわくびつくり奈良発見 その3

f.7z\f 2cm ツメクサ 2 cII

奈良公園の草花は小さい。2年ほど前奈良に通い始めたころ、奈良公園には芝が生えてい

てその芝を鹿がせつせと食べるので、鹿の嫌いなイワヒメフラビやイラクサなどを除くと

草花は生えていないと思つていた。ところがよく見ると芝の間に色々な草花が生えている

のに気がついた。そこで今回はものさしと虫めがねを持つて写生に出かけた。かわいい花

がちゃんと咲いていてうれしかつた。 トウバナはシソ科の花らしく唇形の花で先が赤紫で

美しい。カタバミは日当たりのよい所では花を開いていたが、日陰では閉じていた。鮮や

かな黄橙色が目立つ。ツメクサの花は自くて小さくてほとんど観察不可能、でも濃緑の細

長い葉がたくさん出ていてつやつやとしていた。

人に踏まれ鹿に食べられながらも、芝の陰に隠れるように育ち、花を咲かせ実をつけ子

孫を増やしているしたたかな草花。奈良の草花はすごい。

カタバミ 2.5 cm

守口 京子
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